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医学部

  医学科

保健学部

  臨床検査技術学科

  健康福祉学科

  看護学科

 　(看護学専攻)

 　(看護養護教育学専攻)

  臨床工学科

  救急救命学科

  理学療法学科 ※令和5年度より学生募
集停止（令和4年4月届出
済）

  作業療法学科 ※令和5年度より学生募
集停止（令和4年4月届出
済）

大 学 の 名 称 杏林大学

大 学 本 部 の 位 置 東京都三鷹市新川六丁目20番2号

大 学 の 目 的
　本学は、教育基本法及び学校教育法に則り、かつ建学の精神に基づいて、崇高
　な人類愛と高度の科学精神を基盤とするすぐれた人材の育成を目的とし、もっ
　て広く人類の福祉に貢献することを使命とする。

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ

設 置 者 学校法人　　杏林学園

フ リ ガ ナ

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

新 設 学 部 等 の 目 的
　医療機関として地域医療への貢献度を高める、かつ地域医療機関への医師確保を
　可能とするため。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

4 120 - 480 学士
（保健衛生学）

昭和54年4月
第1年次

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号
東京都八王子市宮下町
４７６

4 120 - 480 学士
（保健衛生学）

昭和54年4月
第1年次

医学部医学科の今
回の14名の入学定
員の増員は、令和
６年度のみの臨時
定員増である。
また、医学部医学
科の令和５年度に
おける収容定員は
６９９人である

6 119
(105)

-
(-)

644
(630)

学士
（医学）

令和6年4月
第1年次

東京都三鷹市新川
六丁目２０番２号

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

4 60 - 240 学士
（臨床工学）

平成18年4月
第1年次

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

(4) (50) (-) (200) 学士
（看護学）

平成24年4月
第1年次

(4) (100) (-) (400) 学士
（看護学）

平成6年4月
第1年次

東京都三鷹市新川
六丁目２０番２号

4 150 - 600 平成6年4月
第1年次

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

4 0 - 0 学士
（作業療法学）

平成23年4月
第1年次

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

4 0 - 0 学士
（理学療法学）

平成21年4月
第1年次

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

4 50 - 200 学士
（救急救命学）

平成19年4月
第1年次
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  診療放射線技術学科

  臨床心理学科

※令和4年4月設置届出済

(理学療法学専攻) ※令和4年4月設置届出済

 　(作業療法学専攻) ※令和4年4月設置届出済

※令和4年4月設置届出済

総合政策学部

  総合政策学科

外国語学部
  英語学科

  中国語学科

  観光交流文化学科

新
設
学
部
等
の
概
要

4 66 - 264 学士
（診療放射線学）

平成25年4月
第1年次

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

(4) (50) (-) (200) 学士
(作業療法学)

令和5年4月
第1年次

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

(4) (65) (-) (260) 学士
(理学療法学)

令和5年4月
第1年次

東京都三鷹市新川
六丁目２０番２号
東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

リハビリテーション
学科

4 140 - 560 令和5年4月
第1年次

4 80 - 320 学士
（臨床心理学）

平成30年4月
第1年次

  企業経営学科 4 80 3年次2 324 学士
（企業経営学）

令和5年4月
第1年次

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

4 150 3年次4 608 学士
（総合政策学）

昭和59年4月
第1年次

平成10年4月
第3年次

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

 　(言語聴覚療法学
　　 専攻)

(4) (25) (-) (100) 学士
（言語聴覚療法学）

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

4 90 3年次 2 364 学士
（観光交流文化学）

平成22年4月
第1年次

平成24年4月
第3年次

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

4 32 3年次2 132 学士
（中国語コミュ
ニケーション

学）

平成23年4月
第1年次

平成25年4月
第3年次

平成18年4月
第1年次

平成20年4月
第3年次

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

4 130 3年次4 528 学士
（文学）

平成18年4月
第1年次

平成20年4月
第3年次

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の
変 更 等 ）

該当なし

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義

計
1387

(1373)
3年次14
(3年次14)

5744
(5730)

―   単位

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計

演習 実験・実習 計

― ―   科目 ―   科目 ―   科目 ―   科目

人

助手

新

設

分

人 人 人 人 人 人

医学部 医学科

0 23

(6) (10) (7) (7) (30) (0) (23)
保健学部     臨床検査技術学科

6 10 7 7 30

153

(79) (45) (52) (137) (313) (0) (153)

79 45 52 137 313 0

0 46

(9) (7) (14) (14) (44) (0) (46)
看護学科
看護学専攻

9 7 14 14 44

0 27

(5) (6) (3) (6) (20) (0) (27)
健康福祉学科

5 6 3 6 20

0 12

(6) (1) (4) (4) (15) (0) (12)
臨床工学科

6 1 4 4 15

0 12

(7) (4) (7) (10) (28) (0) (12)
看護学科
看護養護教育学専攻

7 4 7 10 28

0 17

(4) (2) (6) (3) (15) (0) (17)
救急救命学科

4 2 6 3 15
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令和4年4月設置届出済

令和4年4月設置届出済

令和4年4月設置届出済

教

員

組

織

の

概

要

新

設

分

0 10

(5) (3) (2) (6) (16) (0) (10)
診療放射線技術学科

5 3 2 6 16

0 8

(5) (6) (3) (3) (17) (0) (8)
リハビリテーション学科

理学療法学専攻
5 6 3 3 17

0 59

(5) (3) (7) (3) (18) (0) (59)
臨床心理学科

5 3 7 3 18

0 9

(4) (2) (1) (1) (8) (0) (9)
リハビリテーション学科

言語聴覚療法学専攻
4 2 1 1 8

0 8

(5) (2) (4) (4) (15) (0) (8)
リハビリテーション学科

作業療法学専攻
5 2 4 4 15

0 82

(6) (2) (1) (0) (9) (0) (82)
企業経営学科

6 2 1 0 9

0 82

(10) (6) (2) (0) (18) (0) (82)
総合政策学部 総合政策学科

10 6 2 0 18

0 44

(4) (2) (2) (0) (8) (0) (44)
中国語学科

3 2 2 0 7

0 55

(7) (3) (4) (0) (14) (0) (55)
外国語学部 　英語学科

5 3 4 0 12

0 ―

(174) (107) (120) (198) (599) (0) （―）
計

168 107 120 198 593

0 54

(7) (3) (1) (0) (11) (0) (54)
観光交流文化学科

4 3 1 0 8

5 0 0

(2) (1) (1) (1) (5) (0) (0)既

設

分

データサイエンス教育研究センター
2 1 1 1

学生支援センター
0 0 2

(0) (0) (0) (1) (0) (0)

(0)

IR推進室
1 0 0 0 1 0 0

(1)

0 2 0 0

(0) (0) (2) (0) (2) (0)

0 ―

(177) (108) (123) (199) (607) (0) （―）
合 計

171 108 123 199 601

0 ―

(3) (1) (3) (1) (8) (0) （―）
計

3 1 3 1 8

419 775

(356) (419) (775)

技 術 職 員
2355 305 2660

(2355)

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職 種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員

人 人 人

356

計
2725 724 3449

(2725) (724) (3449)

そ の 他 の 職 員
4 0 4

(4) (0) (4)

(305) (2660)

図 書 館 専 門 職 員
10 0 10

(10) (0) (10)
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大学全体

大学全体

大学全体

医学部

保健学部(健福、心理)

保健学部(上記以外)

総合政策学部

外国語学部

※令和4年度入学
定員減（△9人）

小 計 235,846.82 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 235,846.82 ㎡

そ の 他 3,636.94 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 3,636.94 ㎡

220,038.80 ㎡

運 動 場 用 地 15,808.02 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 15,808.02 ㎡

校

地

等

区 分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 220,038.80 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

132,106.21 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 132,106.21 ㎡

（132,106.21  ㎡）（ 0 ㎡）（ 0 ㎡）（132,106.21  ㎡）

合 計 239,483.76 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 239,483.76 ㎡

校 舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

4 室

（補助職員　0人） （補助職員　0人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室 数

大学全体 474 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

106 室 129 室 70 室
8 室

（423,143〔156,174〕） （10,823〔8,215〕） （9,827〔8,181〕） (10,823) (38,096) （498）

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

449,643〔157,674〕 10,823〔8,215〕 9,827〔8,181〕

体育館

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

17,743.11 ㎡
野球場1面、テニスコート8
面

弓道場1、アーチェリー練習
場1、屋内練習場1

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

6,961.08 ㎡ 820 463,000

498

（423,143〔156,174〕） （10,823〔8,215〕） （9,827〔8,181〕） (10,823) (38,096) （498）
計

449,643〔157,674〕 10,823〔8,215〕 9,827〔8,181〕 10,823 38,096

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

大学全体
10,823 38,096 498

1,291千円 1,291千円

共 同 研 究 費 等 5,000千円 5,000千円 5,000千円 5,000千円 5,000千円 5,000千円

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 1,291千円 1,291千円 1,291千円 1,291千円

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

300,000千円 300,000千円 300,000千円 300,000千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

図書購入費には電子
ジャーナル・データベー
スの整備費（運用コスト
含む）を含む。

図 書 購 入 費 276,993,000 300,173,000 325,819,000 354,029,000 385,060,000 419,195,000 456,743,000

設 備 購 入 費

経費
の見
積り

312,151千円 300,000千円 300,000千円

1,650千円 1,400千円 1,400千円 1,400千円  －　千円  －　千円

1,900千円 1,650千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金等収入、手数料収入等

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 杏林大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

1,170千円 920千円 920千円 920千円  －　千円  －　千円

 －　千円

1,170千円 920千円 920千円 920千円  －　千円  －　千円

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

倍

医学研究科
   （博士課程）

4 25 － 118 博士
（医学）

0.49

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人

1,650千円 1,650千円  －　千円

第６年次

9,500千円 5,500千円 5,500千円 5,500千円 5,500千円 5,500千円

保健学研究科 博士前期
1.11

博士後期
0.58

昭和51年度 東京都三鷹市新川
六丁目２０番２号

平成20年度 東京都三鷹市新川
六丁目２０番２号
東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

1.50 昭和59年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

  看護学専攻
    （博士前期課程）

2 2 － 4 修士
（看護学）

0.75

  保健学専攻
    （博士前期課程）

2 7 － 14 修士
（保健学）
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※令和4年度入学
定員減（△1人）

※令和4年度入学
定員減（△5人）

※令和5年度入学
定員増（13人）

※令和4年度入学
定員増（70人）

※令和5年度より
学生募集停止

※令和5年度より
学生募集停止

※令和4年4月設置
届出済

※令和4年4月設置
届出済

※令和4年4月設置
届出済

既
設
大
学
等
の
状
況

  臨床心理学専攻
    （博士前期課程）

2 25 － 50 修士
（臨床心理学）

1.10 令和4年度

0.25 平成22年度 東京都三鷹市新川
六丁目２０番２号

国際協力研究科 博士前期
0.75

博士後期
0.55

  看護学専攻
    （博士後期課程）

3 1 － 4 博士
（看護学）

東京都三鷹市新川
六丁目２０番２号

  保健学専攻
    （博士後期課程）

3 4 － 12 博士
（保健学）

0.91 昭和61年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

  国際医療協力専攻
    （博士前期課程）

2 4 － 8 修士
(国際医療協力)

0.62 平成16年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号
東京都三鷹市新川
六丁目２０番２号

  国際開発専攻
    （博士前期課程）

2 6 － 12 修士
（開発学）

0.75 平成5年度

平成7年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

0.90 平成31年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

  開発問題専攻
    （博士後期課程）

3 5 － 20 博士
（学術）

0.55

グローバル・

コミュニケーション専攻

（博士前期課程）

2 10 － 20 修士
（学術）

1.04 昭和45年度 東京都三鷹市新川
六丁目２０番２号

   医学科 6 118 － 699 学士
（医学）

医学部 1.04

   臨床検査技術学科 4 120 － 480 学士
（保健衛生学）

1.02 昭和54年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

保健学部 1.02

    (看護学専攻) (4) (100) (－) (400) 学士
（看護学）

(1.00) 平成 6年度

1.02 昭和54年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号
東京都八王子市宮下
町４７６

   看護学科 4 150 － 600 1.03

   健康福祉学科 4 120 － 340 学士
（保健衛生学）

0.99 平成18年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

   救急救命学科 4 50 － 200 学士
（救急救命学）

1.03

   臨床工学科 4 60 － 240 学士
（臨床工学）

東京都三鷹市新川
六丁目２０番２号

    (看護養護教育学専攻) (4) (50) (－) (200) 学士
（看護学）

(1.06) 平成24年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

   作業療法学科 4 － － － 学士
（作業療法学）

－ 平成23年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

平成19年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

   理学療法学科 4 － － － 学士
（理学療法学）

－ 平成21年度

平成30年度 東京都三鷹市新川
六丁目２０番２号
東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

リハビリテーション学科 4 140 － 140 1.11

1.03 平成25年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

   臨床心理学科 4 80 － 320 学士
（臨床心理学）

0.96

   診療放射線技術学科 4 66 － 264 学士
（診療放射線

学）

(1.24) 令和 5年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

 (言語聴覚療法学専攻) (4) (25) (－) (25) 学士
（言語聴覚療法

学）

(0.92)

    (作業療法学専攻) (4) (50) (－) (50) 学士
（作業療法学）

    (理学療法学専攻) (4) (65) (－) (65) 学士
（理学療法学）

(1.18) 令和 5年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

令和 5年度 東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号
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※令和4年度入学定員増
（2人）

既
設
大
学
等
の
状
況

   総合政策学科 4 150 3年次 4 608 学士
（総合政策学）

1.06 昭和59年度
平成10年度

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

総合政策学部 1.08

外国語学部 1.02

1.11 平成18年度
平成20年度

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

   企業経営学科 4 80 3年次 2 324 学士
（企業経営学）

1.00 平成23年度
平成25年度

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

   観光交流文化学科 4 90 3年次 2 364 学士
（観光交流文化学）

0.99

   中国語学科 4 32 3年次 2 128 学士
（中国語コミュニ
ケーション学）

   英語学科 4 130 3年次 4 528 学士
（文学）

1.09 平成18年度
平成20年度

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合

　は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

附属施設の概要

名    称：杏林大学医学部付属病院
目    的：診療、教育、研究
所 在 地：東京都三鷹市新川六丁目２０番２号
設置年月：昭和４５年８月
規 模 等：土地27,857.65㎡、建物118,307.60㎡

（注）

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

平成22年度
平成24年度

東京都三鷹市下連雀
五丁目４番１号
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令和５年度 入学  編入学 収容 令和６年度 入学  編入学 収容

定員    定員 定員 定員    定員 定員

杏林大学大学院 杏林大学大学院

25 - 100 25 - 100

7 - 14 7 - 14

2 - 4 2 - 4

25 - 50 25 - 50

4 - 12 4 - 12

1 - 3 1 - 3

6 - 12 6 - 12

4 - 8 4 - 8

10 - 20 10 - 20

5 - 15 5 - 15

89 - 238 89 - 238

杏林大学 杏林大学

　医学部　 　　医学部

　　医学科 118 - 699 　　　　医学科 119 - 644 定員変更(恒久定員に対
する臨時定員増１４）

　保健学部　 　保健学部　

　臨床検査技術学科 120 - 480 　臨床検査技術学科 120 - 480

　健康福祉学科 120 - 480 　健康福祉学科 120 - 480

150 - 600 150 - 600

(100) (-) (400) (100) (-) (400)

(50) (-) (200) (50) (-) (200)

　臨床工学科 60 - 240 　臨床工学科 60 - 240

　救急救命学科 50 - 200 　救急救命学科 50 - 200

　　　　診療放射線技術学科 66 - 264 　　　　診療放射線技術学科 66 - 264

　臨床心理学科 80 - 320 　臨床心理学科 80 - 320

リハビリテーション学科 140 - 560 リハビリテーション学科 140 - 560

(65) (-) (260) (65) (-) (260)

(50) (-) (200) (50) (-) (200)

(25) (-) (100) (25) (-) (100)

　総合政策学部　 　総合政策学部　

　　　　総合政策学科 150 3年次 4 608 　　　　総合政策学科 150 3年次 4 608

　　　　企業経営学科 80 3年次 2 324 　　　　企業経営学科 80 3年次 2 324

　外国語学部　 　外国語学部　

　英語学科 130 3年次 4 528 　英語学科 130 3年次 4 528

　中国語学科 32 3年次 2 132 　中国語学科 32 3年次 2 132

　観光交流文化学科 90 3年次 2 364 　観光交流文化学科 90 3年次 2 364

1,386 3年次 14 5,799 1,387 3年次 14 5,744

(理学療法学専攻)

(作業療法学専攻)

(言語聴覚療法学専攻)

計 計

(理学療法学専攻)

(作業療法学専攻)

(言語聴覚療法学専攻)

　看護学科 　看護学科

　(看護学専攻) 　(看護学専攻)

　 　(看護養護教育学専攻) 　 　(看護養護教育学専攻)

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻（Ｍ）
（博士前期課程）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻（Ｍ）
（博士前期課程）

開発問題専攻（Ｄ）
（博士後期課程）

開発問題専攻（Ｄ）
（博士後期課程）

計 計

　国際協力研究科 　国際協力研究科

　国際開発専攻（Ｍ）
（博士前期課程）

　国際開発専攻（Ｍ）
（博士前期課程）

　国際医療協力専攻（Ｍ）
（博士前期課程）

　国際医療協力専攻（Ｍ）
（博士前期課程）

　　　　臨床心理学専攻（Ｍ）
（博士前期課程）

　　　　臨床心理学専攻（Ｍ）
（博士前期課程）

　保健学専攻（Ｄ）
（博士後期課程）

　保健学専攻（Ｄ）
（博士後期課程）

　看護学専攻（Ｄ）
（博士後期課程）

　看護学専攻（Ｄ）
（博士後期課程）

　保健学研究科 　保健学研究科

　保健学専攻（Ｍ）
（博士前期課程）

　保健学専攻（Ｍ）
（博士前期課程）

　看護学専攻（Ｍ）
（博士前期課程）

　看護学専攻（Ｍ）
（博士前期課程）

学校法人杏林学園 設置認可等に関わる組織の移行表

変更の事由

　医学研究科 　医学研究科

　医学専攻（4年制Ｄ）
（博士課程）

　医学専攻（4年制Ｄ）
（博士課程）
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井の頭キャンパス
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TEL：04 2 2 - 47- 8 0 0 0（代）
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医学部付属病院
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A C C E S S B Y  B U S

各駅からのバスのご案内

三鷹駅（JR中央線・総武線）南口下車

8番乗り場

7番乗り場

杏林大学井の頭キャンパス行

仙川行・晃華学園東行・新川団地中央行

［杏林大学井の頭キャンパス］下車

［新川通り］下車

15約　　　分

吉祥寺駅（JR中央線・総武線・京王井の頭線）南口下車

5番乗り場

6番乗り場

7番乗り場

2番乗り場

杏林大学井の頭キャンパス行

野ヶ谷行・深大寺行

野ヶ谷経由調布駅北口行

仙川行・新川団地中央行

千歳烏山駅北口行・下本宿行

［杏林大学井の頭キャンパス］下車

［新川］下車

［新川］下車

［新川］下車

［新川］下車

15約　　　分

仙川駅（京王線）北口下車

1番乗り場 吉祥寺駅中央口行・三鷹駅行 ［新川］下車

20約　　　分

1番乗り場

千歳烏山駅（京王線）北口下車

吉祥寺駅行 ［新川］下車

25約　　　分

13番乗り場

調布駅（京王線）北口下車

野ヶ谷経由吉祥寺駅行・吉祥寺駅中央口行 ［新川］下車

25約　　　分

各駅からのバスのご案内

三鷹駅（JR中央線・総武線）南口下車

7番乗り場

8番乗り場

仙川行・晃華学園東行・新川団地中央行

野ヶ谷行

［杏林大学病院前］下車

［杏林大学病院入口］下車

20約　　　分

吉祥寺駅（JR中央線・総武線・京王井の頭線）南口下車

6番乗り場

7番乗り場

野ヶ谷行・深大寺行

野ヶ谷経由調布駅北口行

仙川行・新川団地中央行

杏林大学病院前行

［杏林大学病院入口］下車

［杏林大学病院前］下車

［杏林大学病院前］下車

［杏林大学病院前］下車

20約　　　分

仙川駅（京王線）北口下車

1番乗り場 吉祥寺駅中央口行・三鷹駅行 ［杏林大学病院前］下車

15約　　　分

13番乗り場

14番乗り場

調布駅（京王線）北口下車

野ヶ谷経由吉祥寺駅行・吉祥寺駅中央口行

杏林大学病院前行

［杏林大学病院前］下車

［杏林大学病院入口］下車

25約　　　分

調布駅 仙川駅

三鷹駅

井の頭恩賜公園
三
鷹
通
り

吉祥寺通り武蔵境駅

か
え
で
通
り

武
蔵
境
通
り

三鷹キャンパス

井の頭キャンパス

京王線

人見街道

東八道路

中央自動車道

20

三鷹の森ジブリ美術館

三鷹市役所

杏林大学病院前バス停

新川バス停
バス停（構内）

京王井の頭線

千歳烏山駅

吉祥寺駅JR 中央線

1
2

8

-図面-3-



-図面-4-

校舎、運動場等の配置図



駐車場のため除外

医学部・保健学部共用
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ア 学則変更（収容定員変更）の内容

杏林大学医学部は、令和 6 年 4 月 1 日から医学部の入学定員及び収容定員につい

て、以下のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 収容定員 

医学部 医学科 105 名 630 名 

但し、令和 6 年度から令和 11 年度までの間の医学部医学科の入学定員及び収容定

員は、以下のとおりとする。 

年度 入学定員 収容定員 

令和 6 年度 119 名 701 名 

令和 7 年度 105 名 689 名 

令和 8 年度 105 名 679 名 

令和 9 年度 105 名 669 名 

令和 10 年度 105 名 657 名 

令和 11 年度 105 名 644 名 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性

文部科学省及び厚生労働省からの「令和６年度の医学部臨時定員の暫定的な維持

について（通知）」（令和 4 年 11 月 4 日付け 4 文科高第 1152 号文部科学省高等教

育局長通知、医政発 1104 第 34 号厚生労働省医政局長通知）の方針に基づき、本

学医学部の入学定員並びに収容定員の増員を図るため。 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

(ア) 教育課程の変更内容

今回の学則改正に伴って、教育課程等の変更は実施しない。平成 22 年度から実

施している地域枠学生の受入れの趣旨に則り、本学では以前より、地域医療の向

上とそれに携わる医療人の育成を目標としたカリキュラムを策定し、これを実

施してきている。

(イ) 教育方法及び履修指導方法の変更内容

今回の学則改正に伴って、教育方法及び履修指導方法の変更は実施しない。本学

では前項に記載したような趣旨に則った教育課程を継続して実施していく。

(ウ) 教員組織の変更内容

今回の学則改正に伴って、教員組織の変更は実施しない。平成 21 年度の入学定

員 105 名、平成 22 年度の入学定員 111 名、平成 23 年度の入学定員 117 名、令

和 2 年度の入学定員 115 名、令和４年度の入学定員 117 名、令和５年度の入学

-学則変更の趣旨（本文）-2-



定員 118 名の定員増に応じて教員組織を順次、充実してきているため、入学定

員 119 名に変更しても必要な教員数は確保されているものと考える。 

(エ) 大学全体の施設・設備の変更内容 

今回の学則改正に伴って、大学全体の施設・設備の変更は実施しない。上記（ウ）

の定員増に対応して、講義室の修繕及び設備整備の実施をしているため、入学定

員 119 名に変更しても、新たに施設・設備の変更を実施する必要はないが、従来

より、教育環境の向上と教育内容の充実を目的としてキャンパス施設の建築計

画をすすめており、令和 3 年 4 月に新体育館を竣工し、新講義棟も令和 4 年 4

月に竣工し、５月から使用している。 

新体育館は、学生の心身を育む活動の場としての利用を目的としてクラブ活動

で利用をしている。 

新講義棟は、これからの医学教育には臨床現場での学習や自分で考える力の涵

養が不可欠と考え、学生たちが経験を重ね、創造性を磨くことができるように、

映像機器を完備した講義室、少人数グループ学習を促進する小演習室、個人学習

の充実を図る自習室、学生のフリースペースなどを備え、施設の広さも今以上に

十分なゆとりを確保しつつ、学生が成長する場として有効活用している。 

-学則変更の趣旨（本文）-3-



 

令和６年度 

医学部入学定員増員計画 

 

 

  杏学発第５－５９号 

令和５年８月１７日 

                                         

          

文部科学省高等教育局長 殿 

 

                                                                

職名及び氏名    学校法人  杏林学園  

理事長  松田  剛明 

 

 

                                                       

「地域の医師確保等の観点からの令和６年度医学部入学定員の増加について（令和５年８

月８日文部科学省高等教育局長・厚生労働省医政局長通知）」を受けて、標記に関する資料を

提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜連絡先＞ 

 

責任者連絡先 

 

職名・氏名 医学部事務部副部長 望月宣邦 

TEL 0422-44-1865 

FAX 0422-44-1858 

E-mail mochi@ks.kyorin-u.ac.jp 

 

 

 

-学則変更の趣旨（本文）-4-



１．地域の医師確保のための入学定員増について
増員希望人数 14

都道府県名 増員希望人数
東京都 10
新潟県 4

14
※「大学所在地以外の都道府県」が5都道府県未満の場合は、残りの欄は空欄でご提出ください。

都道府県名
R4地域枠定員

（※1）

R4貸与者数

（※2）

R5地域枠定員

（※1）

R5貸与者数

（※2）

R4とR5の貸与

者数のうち多い

方の数
東京都 10 10 10 10 10
新潟県 2 2 3 3 3

0
0
0
0

計 12 12 13 13 13
（※1）臨時定員分のみご記入ください。
（※2）恒久定員の中で地域枠を実施している場合、恒久定員分の地域枠の人数も含めた修学資金の貸与実績をご記入ください。
※6都道府県未満の場合は、残りの欄は空欄でご提出ください。

（１）対象都道府県名及び増員希望人数

（２）修学資金の貸与を受けた地域枠学生の確保状況

大学が所在する都道府県

大学所在地以外の都道府県

計
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１．大学が講ずる措置
１－１．地域枠学生の選抜

募集人数

うち臨時定員分

東京都

（ⅲ）一般選抜

地域枠（前期・

後期）

別枠（区別

型）
10 10

有 小児医療、周産

期医療、救急医

療、へき地医療

H22

新潟県

（ⅲ）一般選抜

地域枠（前期・

後期）

別枠（区別

型）
3 3

推奨 内科、総合診療

科等

R4

合計 13 13

（※1）貴大学において作成した学生募集要項に記載の内容をご記入ください。

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

①令和４年度に実施した地域枠学生(令和５年入学)の選抜について、下記をご記入ください。複数種類の選抜を行った場合には、それぞれご記入ください。また、参考として学生募集要項の写しをご提出ください。

（３）令和6年度地域の医師確保のための入学定員増について

入試区分 選抜方法（※1）

【1次試験】 一般選抜1次試験を

受験して頂きます。合格者は「東

京都地域枠選抜合格者」として

発表します。【2次試験（1次試

験合格者が対象）】一般選抜2

次試験（小論文試験、面接試

験）に加え、東京都による面接を

受験して頂きます。 ＊東京都によ

る面接では東京都地域医療医

師奨学金の理解及び地域医療

への従事に対し強い意思があるこ

との確認をします。＊東京都地域

枠選抜に合格しなかった者も、一

般選抜の選抜対象となります。

【1次試験】一般選抜1次試験を

受験して頂きます。合格者は「新

潟県地域枠選抜合格者」として

発表します。【2次試験（1次試

験合格者が対象）】一般選抜2

次試験（小論文試験、面接試

験）を受験して頂きます。＊新潟

県地域枠選抜に合格しなかった

者も、一般選抜の選抜対象となり

ます。

名称 選抜方式 開始年度 備考

次の1～3の要件をすべて満たす者。1.

2023年度本学医学部一般選抜に出願

する者。2. 新潟県地域枠選抜として合

格した場合に、本学医学部への入学を

確約できる者。3. 医師国家試験合格

後、新潟県が指定する医療機関等に9

年間勤務する意志のある者。※診療科

については地域医療に貢献できる内科、

総合診療科等を推奨します。しかし、新

潟県では多くの診療科で医師不足な状

況であるため、将来目指す診療科の選

択に制限は設けません。※9年間には臨

床研修の2年間を含む。本学が実施する

他の地域枠選抜との併願はできません。

出願要件（※1）

1. 2023年度本学医学部一般選抜に

出願する者。2. 東京都地域枠選抜とし

て合格した場合に、本学医学部への入

学を確約できる者。3. 医師国家試験合

格後、直ちに大学在学期間（休学や留

年等により奨学金の貸与を受けていない

期間は除く）の1.5倍の期間(※)、小児

医療、周産期医療、救急医療、へき地

医療のいずれかの領域で、医師として、東

京都が指定する医療機関に従事しようと

する意志がある者。 ※通常は9年間。9

年間には初期臨床研修（杏林大学医

学部付属病院で実施）の2年間を含

む。 本学が実施する他の地域枠選抜と

の併願はできません。

（診療科の限定

（推奨）がある場

合）その診療科名

診療科の限定の

有無
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②令和５年度に実施する地域枠学生(令和６年入学)の選抜について、下記をご記入ください。複数種類の選抜を行っている場合には、それぞれご記入ください。

また、参考としてPRのために作成した文書（リーフレット，ホームページ，テレビ，新聞，雑誌等）の写しをご提出ください。

募集人数

うち臨時定員分

東京都

（ⅲ）一般選抜

地域枠（前期・

後期）

別枠（区別

型）
10 10

有 小児医療、周産

期医療、救急医

療、へき地医療

H22

新潟県

（ⅲ）一般選抜

地域枠（前期・

後期）

別枠（区別

型）
4 4

推奨 内科、総合診療

科等

R4

合計 14 14

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

（※1）貴大学において、PRのために作成した文書（リーフレット，ホームページ，テレビ，新聞，雑誌等）に記載の内容（貴大学において作成予定の学生募集要項に記載予定の内容）をご記入ください。

【1次試験】一般選抜1次試験を

受験して頂きます。合格者は「新

潟県地域枠選抜合格者」として

発表します。【2次試験（1次試

験合格者が対象）一般選抜2

次試験（小論文試験、面接試

験）を受験して頂きます。＊新潟

県地域枠選抜に合格しなかった

者も、一般選抜の選抜対象となり

ます。

次の1～3の要件をすべて満たす者。1．

2024年度本学医学部一般選抜に出願

する者。2．新潟県地域枠選抜として合

格した場合に、本学医学部への入学を

確約できる者。3．医師国家試験合格

後、新潟県が指定する医療機関等に9

年間勤務する意志のある者。※診療科

については地域医療に貢献できる内科、

総合診療科等を推奨します。しかし、新

潟県では多くの診療科で医師不足な状

況であるため、将来目指す診療科の選

択に制限は設けません。※9年間には臨

床研修の2年間を含む。※他の地域枠

選抜と併願することはできません。

名称 選抜方式

【1次試験】一般選抜1次試験を

受験して頂きます。合格者は「東

京都地域枠選抜合格者」として

発表します。【2次試験（1次試

験合格者が対象）】一般選抜2

次試験（小論文試験、面接試

験）に加え、東京都による面接を

受験して頂きます。＊東京都地

域枠選抜に合格しなかった者も、

一般選抜の選抜対象となります。

1．2024年度本学医学部一般選抜に

出願する者。2．東京都地域枠選抜とし

て合格した場合に、本学医学部への入

学を確約できる者。3．医師国家試験

合格後、直ちに大学在学期間（休学や

留年等により奨学金の貸与を受けていな

い期間は除く）の1.5倍の期間（※）、

小児医療、周産期医療、救急医療、へ

き地医療のいずれかの領域で、医師とし

て、東京都が指定する医療機関に従事

しようとする意志がある者。※通常は9年

間。9年間には初期臨床研修（杏林大

学医学部付属病院で実施）の2年間を

含む。

診療科の限定の

有無
入試区分 選抜方法（※1） 出願要件（※1） 開始年度 備考

（診療科の限定

（推奨）がある場

合）その診療科名

-学則変更の趣旨（本文）-7-



１－２．教育内容

②（過去に地域枠を設定したことがある場合）これまでの取組・実績を、3～5行程度で簡潔にご記入ください。

③上記①の教育内容（正規科目）について、講義・実習科目内容をご記入ください。また、参考としてシラバスの写しをご提出ください。

地域枠学生 その他の学生
１年生 早期体験学習Ⅰ 全員 必修 必修 講義 2
２年生 早期体験学習Ⅱ 全員 必修 必修 講義 2
３年生 早期体験学習Ⅲ 全員 必修 必修 講義 1

※空欄がある場合は、何も記入せずそのままにご提出ください。

①地域枠学生が卒後に勤務することが見込まれる都道府県での地域医療実習など、地域医療を担う医師養成の観点からの教育内容の概要（令和６年度）について、5～6行程度で簡潔にご記入ください。

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「地域枠学生」「全員」のうちから選択ください。（地域枠学生の希望者のみの場合は、対象者を「地域枠学生」、必修／選択の別を「選択」とご記載ください。）

開始年度

R1
R2
R3

1年次必修科目の「早期体験学習Ⅰ」に続き、2年次必修科目の「早期体験学習

Ⅱ」、3年次必修科目の「早期体験学習Ⅲ」において、地域での暮らし、福祉の果たす役

割、地域医療と大学病院の関係と役割等について段階的に学ぶことで、地域において医

療支援等を受けながら生活するという日常を知り、地域医療・福祉の充実に貢献できる

人材の姿勢や医師としての社会的役割について理解する。これらの「早期体験学習」は、

4年次から開始される臨床実習につながっていく。

対象学年 講義・実習名
対象者

（※1）

必修／選択の別 講義／実習の

別

単位

数

平成22年度から東京都及び茨城県（茨城県は令和元年度迄）の地域枠による増員

を開始、また、令和4年度からは新潟県の地域枠による増員を開始し、地域医療に従事

する意思を抱いて入学してきた学生に対して、地域枠担当小委員会（現　医学教育セ

ンター「地域枠学生室」）を設置し支援体制を構築している。令和5年度までに東京都

及び茨城県並びに新潟県地域枠学生として合計158名の地域枠学生を確保し、その

内86名が卒業し、地域医療に貢献している。

（参考：記入例）

平成○年度から地域枠による増員を開始し、□□、■■などの取組を行って

きた。令和４年度までに△名の地域枠学生を確保し、そのうち▲名が現在

～～として地域医療に貢献している。

（参考：記入例）

1～2年次には、「○○」という科目を開講するとともに「△△」を必修化し、～

～を学んでいる。3～4年次には、××実習を行い、～～を学んでいる。また

キャリア支援として□□を実施している。令和４年度からは、■■を新たに開

始するなど、～～を図ることとしている。
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④大学の正規科目以外で、提供する地域医療教育プログラムがあれば、その内容をご記入ください。

対象学年 プログラム名
対象者

（※1）

期間

（例：○週

間）

開始年度

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「地域枠学生」「全員」のうちから選択ください。
※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

⑤上記③④以外に、地域医療を担う医師の養成に関する取組等があれば、簡潔にご記入ください。（令和４年度以前から継続する取組を含む）（1～2行程度）

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

都道府県との連携 プログラムの概要（1～2行程度）

取組の名称 取組の概要（1～2行程度） 開始年度

杏林大学医学部地域枠学生セミ

ナー

地域枠の学生同士及び地域枠担当教員との親睦を図るとともに、地

域医療に携わっている本学卒業生にキャリア形成や地域医療について

講演いただき、学生の今後の進路を考える上での一助とする。

H26
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２．都道府県等との連携

月額 総貸与額
大学の関与の

有無 (※1）

東京都 10 新入生

生活費：

100,000円／

月

44,200,000 ○ 有

小児医療、周産

期医療、救急医

療、へき地医療

新潟県 4 新入生 37,000,000 ○ 推奨
内科や総合診

療科等

①都道府県が設定する奨学金について、以下をご記入ください。併せて、都道府県が厚生労働省に提出する予定の地域の医師確保等に関する計画及び「地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律」（平成元

年法律第64号）第４条に規定する都道府県計画等に位置づけることを約束する文書を添付して下さい。

なお、複数の奨学金を設定している場合は、それぞれ記入ください。

奨学金の設定

主体
貸与人数 貸与対象

貸与額　（例：200,000）

返還免除要件

次の①から④までの条件を全て満たした場合に、奨学金の

返還を免除します（初期臨床研修を２年間で修了した

場合）。①医師国家試験合格後、速やかに医師免許を

取得すること（大学卒業から２年を経過する日までに医

師国家試験に合格すること。）。②医師免許取得後、直

ちに、都内に所在する学校法人杏林学園􀀂 杏林大学医

学部の付属病院において、初期臨床研修を行うこと。③

奨学金貸与期間の１．５倍の期間（９年間）の１／

２以上の期間（４年６ヶ月以上）は、小児医療、周産

期医療、救急医療又はへき地医療のいずれかの領域で、

都内の以下の医療機関において、医師として従事すること

（従事する医療機関は、奨学金の貸与を受けた学生

（医師）が選択します。）。≪医療機関≫小児医療：小

児科対応可能な休日・全夜間診療事業実施医療機

関、こども救命センター、 周産期医療：周産期母子医療

センター、周産期連携病院、多摩新生児連携病院、救

急医療：救命救急センター又は都内に所在する独立した

救急部門を持つ病院、へき地医療：山間・島しょ地域の

町村立病院又は診療所（一部多摩地域の病院も可）

④９年間のうち、②及び③以外の期間は、都内の病院で

小児医療、周産期医療、救急医療に、医師として従事す

ること。なお、へき地医療を選択した者は都内の病院で自

己の診療科に従事すること。また、①から④までの期間中

に、医師業務上の理由により死亡したり、医師業務に起

因する心身の故障のために医師業務を継続することができ

なくなったりしたときなども、奨学金の返還を免除します。※

１「医師として従事」とは、東京都が指定する医療機関に

おいて、継続的に勤務することをいい、大学院進学や研究

生等は含みません。※２（６）返還の猶予、（７）奨

学金の返還免除を受けようとする場合は、指定の書類を

提出する必要があります。※３初期臨床研修を受ける病

院は、都内の医師少数区域（東京都医師確保計画を

参照）に所在する基幹型臨床研修病院等でも可能な場

合があります。※４一定期間医師として従事した場合、都

内の保健所等の公衆衛生部署又は東京都監察医務院

で公衆衛生・法医学に従事可能なことがあります。

（返還の債務の当然免除）第８条 理事長は、

修学生が次の各号のいずれかに該当するに至ったと

きは、修学資金の返還の債務を免除するものとす

る。(1) 大学を卒業した後２年以内に医師の免許

を取得し、かつ医師の免許を取得した後、直ちに第

７条に規定する臨床研修病院で臨床研修に従事

し、その後医師不足が深刻なへき地等の指定する

医療機関（以下「指定医療機関」という。）に勤

務し、臨床研修に従事した時点から通算して９年

以上在職したとき。ただし、理事長が医療機関を指

定するにあたり、修学生に周産期医療、小児医

療、その他知事が特に必要と認める医療に従事す

る意思があると認める場合は当該医療を実施して

いる医療機関を指定することができる。(2) 修学中

若しくは前号に規定する臨床研修期間中又は在

職期間中に死亡したとき、又は業務に起因する心

身の故障のため業務を継続することができなくなった

とき。２ 医師免許を取得した後、第７条に規定す

る臨床研修病院で臨床研修に従事する者及び前

項第１号に規定する医療機関に勤務する者が、

出産、県外研修その他やむを得ない理由により事

前に理事長の承認を受けて当該指定医療機関等

で勤務しなくなった後、理事長が承認した期間内に

引き続いて再び当該指定医療機関等に勤務した

場合にあっては、その者を、先の医療機関に勤務し

た期間と後の医療機関に勤務した期間とを通じ、

引き続き当該指定医療機関等に勤務したものとみ

なして前項第１号の規定を適用する。

医師養成修学資金（重点コース（杏林大学医

学部「新潟県地域枠」））貸与事業実施規則

（令和３年１０月２８日制定）より

備考

【貸与額】入学年度①入学金1,500,000円、

②授業料3,000,000円、③実験実習費

1,000,000円、④施設設備費4,000,000円

2年次以降①授業料3,000,000円、②実験・

実習費1,000,000円、③施設・設備費

1,500,000円

【大学の関与の有無 】他の入学選抜と同様に

大学が最終的な合否判定を行っている。

【貸与額】入学年度①入学金1,500,000円、

②授業料3,000,000円、③実験実習費

1,000,000円、④施設設備費4,000,000円

2年次以降①授業料3,000,000円、②実験・

実習費1,000,000円、③施設・設備費

1,500,000円

【大学の関与の有無 】大学における選抜にて実

施。

診療科の限定

の有無

（診療科の限定

（推奨）がある場

合）

その診療科名
選抜時期

選抜方法

②大学における

選抜と同時に

都道府県にお

いて面接等を

実施

③地域枠入学

者であれば別

途選抜を実施

せず貸与
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 (※1）診療科の限定または推奨がある場合は、備考欄に詳細をご記入ください。
※該当がない場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

②その他、都道府県と連携した取組があれば、簡潔にご記入ください。（例：在学中の学生に対する都道府県と連携した相談・指導、卒後のキャリアパス形成等に対する支援）（1～2行程度）

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

３．その他
１～２に記入したもの以外で、その他、地域の医師確保の観点から大学の今後の取組があれば、簡潔にご記入ください。（1～3行程度）

特に、都道府県からの奨学金の貸与を受ける者、地域枠入学者を確保するために貴大学で取り組まれていることや今後の取組み予定がありましたら、ご記入ください。

新潟県地域医療夏季実習

病院見学及び先輩医師による指導を通じて、県内の地域医療の現

状や重要性について学習する。 新潟県の地域医療を志す医学生が、

夏季実習を通じて交流し、卒業後、新潟県でともに医療に従事し地

域医療に貢献していく共通意識を醸成する。

R4

東京都地域医療学生研修（指

定医療機関見学会）

東京都が指定する医療機関を見学することで、将来の進路を考える

機会とする。
H26

取組の概要（1～2行程度） 開始年度

東京都地域医療学生研修（地

域枠3大学合同研修）

東京都の地域医療の第一戦で活躍する医師による講義等により、都

指定分野の現状や課題及び重要性を学び理解を深めるとともに、他

大学の学生との交流を通じて将来の進路を考える機会とする。

H26

地域枠入学者確保について、2024入学選抜に伴う募集要項には表記することは不可

能であったが（大学全体の募集要項は公開済）、ホームページのトップページなどで広く

周知し、地域枠入学者を確保する取り組みを行う予定。

取組の名称
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

目次 

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 ・・・・・・・・・・・・・p.2

ア 設置又は定員を変更する学科等を設置する大学等の現状把握・分析・・・・・p.2

イ 地域・社会的動向等の現状把握・分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.2

ウ 新設学科等の趣旨目的，教育内容，定員設定等・・・・・・・・・・・・・・p.2

エ 学生確保の見通し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.3

A．学生確保の見通しの調査結果

B．新設学部等の分野の動向

C．中長期的な 18 歳人口の全国的，地域的動向等

D．競合校の状況

E．既設学部等の学生確保の状況

F．その他，申請者において検討・分析した事項

オ 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果・・・・・・・・・・・・・p.4

（２）人材需要の動向等社会の要請 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.5 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） ・・・・・・・・p.5

② 上記①が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.5

資料目次 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.6 

-学生確保-1-



（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

ア 設置又は定員を変更する学科等を設置する大学等の現状把握・分析

本学は、2022（令和 4）年度に公益財団法人大学基準協会の大学評価（認証評価）を受審

した結果、同協会の定める大学基準に適合しているものと認定され、医学部としては、一

般社団法人日本医学教育評価機構（JACME）による国際基準に基づく医学教育分野別評

価(2018 年 10 月 15 日～10 月 19 日実地調査)を受審した結果、評価基準に適合している

ことが認定された。これらを外部に公表し、社会からの評価により、現状を把握するとと

もに、大学としての長所をより伸ばし、改善を要する事項に対しては検討し改善した状況

を報告し、本学の内部質保証を担保している。

大学認証評価での改善すべき事項としては、医学部の定員管理が挙げられた。医学部の収

容定員に対する在籍学生比率の超過が続いているとして改善を求められ、国公私立医学部

の収容定員超過率を調べたところ、本学は中間に位置していた。超過をもたらしている原

因となる休学・留年する学生に対して、担任制度による面談等を通じて状況の把握を図り、

学修相談等を行っている。更なる対策を講じるためＩＲ室において出席、成績等の分析を

行いつつ、対応策の検討を行っている。

イ 地域・社会的動向等の現状把握・分析

2020 年に策定した「新潟県医師確保計画」によると、国が示した医師偏在指標では、全

国 47 位の医師少数県に位置づけられ、県内 7 医療圏のうち、6 医療圏が医師少数区域に

位置づけられ、必要医師数の確保及び地域偏在の解消に取り組むことが新潟県の喫緊の課

題となっている。

医師数が全国で最も多い東京都では、医師偏在指標において第１位であるが、３医療圏で

は医師少数区域に設定されている。東京都の今後の政策に重要な役割を担う小児医療、周

産期医療、救急医療、へき地医療を担当する医師の確保は喫緊の課題となっている。

これらを鑑み、本学としては、東京都及び新潟県からの要請を受けて、これまで 135 名の

東京都地域枠入学者、5 名の新潟県地域枠入学者を確保し、73 名を医師として輩出してい

る。

ウ 新設学科等の趣旨目的，教育内容，定員設定等

本学は、豊かな人間性の涵養と、医学の発展に対応しうる基礎的及び専門的知識の修得と

臨床的技能の修練を通じて、良き医師を養成することを目的としている。この目的の意味

するところは、真理への謙虚な探究心の育成、善なる社会人の養成、そして美しい専門的

技量の研磨ということである。この建学の精神に則り、開学以来、「良き医師の育成」を

教育の基本とし、令和 5 年 3 月までに 4,654 名の卒業生を輩出している。そのため、東京

都及び新潟県からのこうした人材に関する社会的・地域的な要請に十分に応えるものであ

ることを示していると考える。加えて、本学では、地域医療の向上とそれに携わる医療人

の育成を目標としたカリキュラムを策定し実施してきている。
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定員設定は、恒久定員 105 名に、東京都及び新潟県からの要請に基づき、本学での学力の

担保、志願者数等を検討し可能な範囲で、東京都 10 名、新潟県 4 名を足した 119 名と設

定した。 

   これらを鑑み、新潟県が取り組む「医師総数の確保と県内の地域偏在の解消」、東京都が

目指す「誰もが質の高い医療を受けられ、安心して暮らせる『東京』」の実現に向けて、

貢献したいと考えている。 

   学生納付金は、大学の運営に係る財務的視点と学生への還元など受益者に対する説明責任

の観点を踏まえ設定している【資料１表①】。 

 

エ 学生確保の見通し 

A. 学生確保の見通しの調査結果 

平成 26 年度から志願者数は 3,000 名を超え、過去 10 年間の平均では、志願者数平均

3,966 名、志願倍率平均 34 倍と常に 3,000 名を超えて高い倍率を維持している。また、

医学部を志望する志願者数はほぼ横ばいであることから、こうした状況に照らし、今後

も長期的かつ安定的に学生を確保することが可能であると考える【資料１表②、表③】。 

B. 新設学部等の分野の動向 

医師の需要は人口減少により、2030 年にピークを迎えて減少する見込みであるものの、

医療従事者の働き方改革による影響を踏まえると、2024 年度の段階では約 1 万人の需

給ギャップが存在している【資料２】。そのため、医学部の入学定員は地域枠により過

去最大規模まで増員されており、2023 年度には国公私立 81 大学の合計で 9,384 名とな

る【資料３】【資料４】。 

しかしながら、医学部志願者の過去 20 年間の長期的な推移を見ると、2000 年度以降、

国公立大学の志願者は 3 万人前後でほぼ横ばいの状態が継続している。他方、私立大学

では志願者が増え続け 2014 年度には 10 万人を越え高止まりの状態である【資料５】。 

そのため、医師養成に対する社会的なニーズは依然として高く、医師の志願者数は入学

定員を大幅に上回るため、学生確保の見通しは充分であると考えられる。 

C. 中長期的な 18 歳人口の全国的，地域的動向等 

申請する本学医学部への主な入学者は、高校卒業生を想定している。そこで、本学への

過去５年間の入学者の出身地（出身高校の所在地）を調査したところ、本学がキャンパ

スを置く東京都及びその近隣３県の南関東エリア（埼玉・千葉・東京・神奈川）の出身

者が 71.5%を占めていた【資料６】。 

我が国の全国的な 18 歳人口は、中長期的には減少局面に入っており、文部科学省「学

校基本調査」に基づく推計では、2021 年度の 114.1 万人に対して、2033 年度は 101.4

万人と 12.7 万人（11.1%）減少する見通しである。それに対して、南関東エリアの 18

歳人口は、2023 年度の 30.1 万人に対して、2033 年度は 29.0 万人と 1.1 万人（3.8%）

の減少に留まっており、全国でもっとも減少率が低い地域である【資料７】。また、私

立大学医学部は 31 校(自治医科大学含む)しかなく、志望する受験生は他学部の動向と
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は異なり、全国から志願している。特に東日本の地域では、私立大学医学部が設置され

ていない県があり、関東の大学を受験している傾向がある。このことから、人口動態の

変化に伴う杏林大学医学部への影響は限定的であり、今後も定員の充足に支障はないも

のと見込んでいる。 

D. 競合校の状況 

医学部医学科を有する私立大学のうち、入学難易度が近く、南関東エリアに所在する４

校が本学医学部の競合校である【資料８】。 

この４校の過去３年間の入学志願状況を調査したところ、各大学の合格倍率（受験者数

/合格者数）は 4.3 倍～37.6 倍であり、全ての大学で入学定員を大幅に上回る志願者数

を獲得していることから、南関東エリアにおける医師を志す志願者の市場規模は充分で

あると言える。また、杏林大学医学部の過去３年間の合格倍率は 15.1 倍～15.4 倍であ

り、競合と比較しても志願者を獲得出来ていることから、今回入学定員 1 名の増員を行

ったとしても、引き続き安定した定員を確保出来ると判断した【資料９】。 

E. 既設学部等の学生確保の状況 

既設学部における各学科の過去 5 年間の入学定員に対する入学者数比率は、保健学部が

1.01 倍～1.07 倍、総合政策学部が 1.06 倍～1.10 倍、外国語学部が 0.98 倍～1.09 倍で

ある。外国語学部の観光交流文化学科のみ 0.98 倍とやや低いものの、概ね適切に管理

されていると言える【資料 10】。 

F. その他，申請者において検討・分析した事項 

例年「オープンキャンパス」は、７月と８月の２回開催していたが、コロナ禍により令

和 2 年、３年は YouTube を利用して動画による学部紹介、入試概要説明を行った。令

和４年からは１回の開催へ変更し、令和５年８月のオープンキャンパスは、事前申し込

みによる入場者数制限のもと、対面で学部紹介、入試概要説明、講義棟施設見学、学生

食堂での試食会、個別面談等を行った【資料１表④】。 

 

オ 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

   本学では、多くの優れた志願者を広く全国から確保するため、主要国公私立高校及び大学

予備校などへ訪問し、「大学案内、入試インフォメーション」の配布をするとともに高校

や予備校に受験生の動向を聞き入試に反映した。具体的には AO 入試の廃止、「共通テス

ト」入試に国語の選択、一般後期試験を「共通テスト」入試の利用に変更をした。その他、

「オープンキャンパス」、「高校教員対象説明会」、「進学相談会」を開催し、志願者、保護

者及び高校教員等に本学の入学生受け入れの方針、教育プログラム、学生生活、卒業生の

活躍等の情報提供を行うほか、各種メディア（受験雑誌、ウェブサイト、電車内広告など）

による広報活動も行ない、現在の受験者数を継続的に確保できるよう取り組み、その効果

は志願者数に示されている【資料１表②、表③】。 
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（２）人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

   杏林大学医学部は、豊かな人間性の涵養と、医学の発展に対応しうる基礎的及び専門的知

識の修得と臨床的技能の修練を通じて、良き医師を養成することを目的とする。この目的

の意味するところは、真理への謙虚な探究心の育成、善なる社会人の養成、そして美しい

専門的技量の研磨ということである。 

 

② 上記①が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

   東京都並びに新潟県における医師の確保が必要な地域及び診療科等の解消は喫緊の課題

である。本学は、開学以来、建学の精神に則り、「良き医師の育成」を教育の基本とし、

令和 5 年 3 月までに 4,654 名の卒業生を輩出している。上記①の精神のもと、本学は、平

成 22 年から令和 5 年までに東京都地域枠の学生計 135 名（男 75 名、女 60 名）を受入

れ、令和 5 年 3 月までの卒業生 73 名（男 46 名、女 27 名）はすでに医師として都内で活

躍している。本学の教育・研究上の目的は、こうした人材に関する社会的・地域的な要請

に十分に応えるものであることを示していると考える。 
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                           資料１ 

 

表① 杏林大学医学部学生納付金 

 初年度 ２年次以降 

入学料 1,500,000円 0円 

授業料 3,000,000円 3,000,000円 

実験実習費 1,000,000円 1,000,000円 

施設設備費 4,000,000円 1,500,000円 

諸費 590,700円 0円 

合計 10,090,000円 5,500,000円 

 

表② 杏林大学医学部入学志願者数の推移            （単位：名） 

年度 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 入学定員超過率 

令和５年度 3,876 3,766 368 118 32.8 1.00 

令和４年度 3,388 3,290 438 117 29.0 1.00 

令和３年度 3,107 3,011 384 115 27.0 1.00 

令和２年度 3,385 3,186 326 115 29.4 1.00 

令和元年度 4,853 4,366 431 117 41.5 1.00 

平成 30年度 4,263 4,112 356 117 36.4 1.00 

平成 29年度 4,149 4,006 408 117 35.5 1.00 

平成 28年度 3,975 3,827 360 117 34.0 1.00 

平成 27年度 4,264 4,075 390 117 36.4 1.00 

平成 26年度 4,399 4,226 339 117 37.6 1.00 

 平均 3,965.9    33.96  

 

表③ 杏林大学医学部地域枠志願者数の推移                   （単位：名） 

 令和 5年 令和 4年 令和 3年 令和 2年 令和元年 平均 

東京都 195 243 207 249 230 225 

新潟県 96 63    80 

 

表④ 杏林大学医学部オープンキャンパス参加者数の推移       （単位：名） 

 令和 5年 令和 4年 令和 3年 令和 2年 令和元年 平成 30年 

参加者数 512 226 209 195 1,122 972 

動画再生   667 180   
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資料２

出典： 厚生労働省医政局「医師偏在対策について」
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資料４
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杏林大学医学部への入学者の出身地

南関東 北海道 東北 北関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州沖縄 その他 合計

81 2 3 7 6 1 9 4 1 0 4 0

68.6%

86 0 1 14 3 2 4 1 4 0 2 0

73.5%

83 2 3 4 3 0 4 4 3 1 7 1

72.2%

76 4 6 11 2 0 5 4 6 0 1 0

66.1%

90 5 2 3 5 2 6 0 2 1 0 1

76.9%

合計 71.5%

※文部科学省 学校基本調査の「出身高校の所在地県別入学者数」を集計。

2023

2022

2021

2020

2019

118

117

115

115

117

31.4%

26.5%

27.8%

33.9%

28.5%

23.1%

資料６
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6

1,141,140 1,121,285 1,097,416 1,063,451 1,090,537 1,092,199 1,084,161 1,070,907 1,068,668 1,050,118 1,034,763 1,023,785 1,014,014

100.0 98.3 96.2 93.2 95.6 95.7 95.0 93.8 93.6 92.0 90.7 89.7 88.9
45,007 44,276 42,489 41,008 41,855 41,196 41,044 40,133 40,060 39,265 38,291 37,965 36,983
100.0 98.4 94.4 91.1 93.0 91.5 91.2 89.2 89.0 87.2 85.1 84.4 82.2

80,269 78,146 75,379 71,820 73,091 72,012 70,805 68,979 68,473 66,589 65,295 65,461 63,810
100.0 97.4 93.9 89.5 91.1 89.7 88.2 85.9 85.3 83.0 81.3 81.6 79.5

64,677 63,720 61,863 59,826 60,687 60,125 59,402 58,574 57,051 55,603 54,902 53,568 53,557
100.0 98.5 95.6 92.5 93.8 93.0 91.8 90.6 88.2 86.0 84.9 82.8 82.8

301,999 299,356 294,497 287,188 296,717 299,066 297,730 296,434 295,571 289,921 289,460 288,423 290,523
100.0 99.1 97.5 95.1 98.3 99.0 98.6 98.2 97.9 96.0 95.8 95.5 96.2

47,817 46,907 45,536 44,069 44,782 44,064 43,490 42,249 42,437 41,419 40,234 39,775 39,135
100.0 98.1 95.2 92.2 93.7 92.2 91.0 88.4 88.7 86.6 84.1 83.2 81.8

27,814 27,545 26,692 26,002 26,213 26,265 25,765 25,176 24,432 24,519 23,766 23,614 23,013
100.0 99.0 96.0 93.5 94.2 94.4 92.6 90.5 87.8 88.2 85.4 84.9 82.7

143,651 140,510 138,309 133,555 137,253 137,485 136,041 134,477 134,542 132,362 129,854 126,955 124,442
100.0 97.8 96.3 93.0 95.5 95.7 94.7 93.6 93.7 92.1 90.4 88.4 86.6

190,286 185,626 181,639 175,609 179,326 179,180 178,016 174,980 174,564 172,074 168,834 165,668 164,226
100.0 97.6 95.5 92.3 94.2 94.2 93.6 92.0 91.7 90.4 88.7 87.1 86.3

67,945 66,821 65,318 63,279 64,838 65,107 64,017 64,026 64,132 63,091 61,964 61,184 60,014
100.0 98.3 96.1 93.1 95.4 95.8 94.2 94.2 94.4 92.9 91.2 90.0 88.3

34,558 33,841 32,825 31,419 32,176 31,760 31,673 31,151 30,967 30,755 30,003 29,452 28,899
100.0 97.9 95.0 90.9 93.1 91.9 91.7 90.1 89.6 89.0 86.8 85.2 83.6

137,117 134,537 132,869 129,676 133,599 135,939 136,178 134,728 136,439 134,520 132,160 131,720 129,412
100.0 98.1 96.9 94.6 97.4 99.1 99.3 98.3 99.5 98.1 96.4 96.1 94.4

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0
2021 100

18 2021 2033

-学生確保-13-



競合校の受験者層・立地状況一覧

難易度 大学名 所在地

1位 A 東京都

2位 B 東京都

3位 C 東京都

4位 D 東京都

5位 E 栃木県

6位 F 大阪府

6位 G 東京都

8位 H 神奈川県

9位 I 東京都

9位 J 東京都

11位 K 東京都

12位 L 大阪府

13位 M 福岡県

13位 N 石川県

15位 O 千葉県

16位 P 宮城県

17位 Q 大阪府

18位 R 愛知県

19位 S 愛知県

19位 杏林大学 東京都

21位 T 東京都

22位 U 福岡県

23位 V 岩手県

23位 W 福岡県

25位 X 兵庫県

26位 Y 神奈川

26位 Z 神奈川県

28位 AA 東京都

29位 AB 栃木県

30位 AC 埼玉県

31位 AD 岡山県

出典：武田塾医進館

資料８
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競合校の入学志願状況一覧

１．K大学　医学部医学科

志願者数 受験者数 合格者数 倍率 入学者数 入学定員 充足率

2023 3,458 3,199 261 12.3 122 122 1.00

2022 2,806 2,568 367 7.0 121 121 1.00

2021 2,426 2,200 334 6.6 119 119 1.00

２．T大学　医学部医学科

志願者数 受験者数 合格者数 倍率 入学者数 入学定員 充足率

2023 7,793 7,323 264 27.7 116 116 1.00

2022 7,811 7,418 205 36.2 116 116 1.00

2021 8,186 7,742 206 37.6 116 116 1.00

３．Y大学　医学部医学科

志願者数 受験者数 合格者数 倍率 入学者数 入学定員 充足率

2023 3,568 3,316 199 16.7 115 115 1.00

2022 3,188 2,949 189 15.6 115 115 1.00

2021 3,366 3,134 164 19.1 115 115 1.00

４．Z大学　医学部医学科

志願者数 受験者数 合格者数 倍率 入学者数 入学定員 充足率

2023 2,120 2,011 359 5.6 125 125 1.00

2022 2,255 2,147 372 5.8 120 120 1.00

2021 2,012 1,923 445 4.3 118 118 1.00

５．杏林大学　医学部医学科

志願者数 受験者数 合格者数 倍率 入学者数 入学定員 充足率

2023 3,876 3,766 244 15.4 118 118 1.00

2022 3,388 3,290 218 15.1 117 117 1.00

2021 3,107 3,011 196 15.4 115 115 1.00

（出典；各大学Webサイト）

資料９
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杏林大学既設学部（医学部除く）の志願者数等一覧

学部等の名称 項目 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
過去5年間の平均
入学定員超過率

保健学部 志願者数 1117 1097 833 763 684

　臨床検査技術学科 受験者数 1093 1076 799 743 650

合格者数 346 392 290 353 355

入学者数 121 124 122 123 133

入学定員 120 120 120 120 120

入学定員充足率 1.00 1.03 1.01 1.02 1.10 1.03

保健学部 志願者数 213 212 229 325 329

　健康福祉学科 受験者数 207 205 207 295 307

合格者数 96 122 102 222 230

入学者数 52 52 51 120 129

入学定員 50 50 50 120 120

入学定員充足率 1.04 1.04 1.02 1.00 1.07 1.03

保健学部 志願者数 2063 1917 1936 1900 1867

　看護学科 受験者数 1986 1828 1842 1793 1793

（看護学専攻） 合格者数 360 394 382 391 402

入学者数 101 103 100 106 107

入学定員 100 100 100 100 100

入学定員充足率 1.01 1.03 1.00 1.06 1.07 1.03

保健学部 志願者数 527 559 473 499 543

　看護学科 受験者数 503 530 454 465 527

（看護養護教育学専攻） 合格者数 109 140 123 136 131

入学者数 52 53 55 51 57

入学定員 50 50 50 50 50

入学定員充足率 1.04 1.06 1.10 1.02 1.14 1.07

保健学部 志願者数 487 444 294 285 203

　臨床工学科 受験者数 466 433 284 278 201

合格者数 178 174 168 155 163

入学者数 59 63 61 63 60

入学定員 60 60 60 60 60

入学定員充足率 0.98 1.05 1.01 1.05 1.00 1.01

保健学部 志願者数 266 231 267 212 235

　救急救命学科 受験者数 259 228 252 207 227

合格者数 107 110 106 93 102

入学者数 53 53 53 53 55

入学定員 50 50 50 50 50

入学定員充足率 1.06 1.06 1.06 1.06 1.10 1.06

保健学部 志願者数 1024 1056 742 877

　理学療法学科 受験者数 1006 1024 734 853

合格者数 167 204 158 204

入学者数 59 59 62 58

入学定員 56 56 56 56

入学定員充足率 1.05 1.05 1.10 1.03 ー

保健学部 志願者数 367 307 253 203

　作業療法学科 受験者数 357 287 242 192

合格者数 166 149 146 153

入学者数 52 56 56 55

入学定員 54 54 54 54

入学定員充足率 0.96 1.03 1.03 1.01 ー

保健学部 志願者数 933 941 1042 1174 834

　診療放射線技術学科 受験者数 911 913 1000 1123 815

合格者数 238 258 245 220 221

入学者数 62 70 74 67 71

入学定員 66 66 66 66 66

入学定員充足率 0.93 1.06 1.12 1.01 1.07 1.03

1 / 2 ページ
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杏林大学既設学部（医学部除く）の志願者数等一覧

学部等の名称 項目 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
過去5年間の平均
入学定員超過率

保健学部 志願者数 271 558 419 369 288

　臨床心理学科 受験者数 262 539 400 349 270

合格者数 221 207 238 266 242

入学者数 96 86 81 83 74

入学定員 80 80 80 80 80

入学定員充足率 1.20 1.07 1.01 1.03 0.92 1.04

保健学部 志願者数 755

リハビリテーション学科 受験者数 743

（理学療法学専攻） 合格者数 195

入学者数 73

入学定員 65

入学定員充足率 1.12 ー

保健学部 志願者数 198

リハビリテーション学科 受験者数 192

（作業療法学専攻） 合格者数 136

入学者数 52

入学定員 50

入学定員充足率 1.04 ー

保健学部 志願者数 79

リハビリテーション学科 受験者数 76

（言語聴覚療法学専攻） 合格者数 45

入学者数 23

入学定員 25

入学定員充足率 0.92 ー

総合政策学部 志願者数 1272 1120 817 746 677

　総合政策学科 受験者数 1245 1076 778 717 658

合格者数 290 274 258 421 362

入学者数 156 161 163 165 152

入学定員 150 150 150 150 150

入学定員充足率 1.04 1.07 1.08 1.10 1.01 1.06

総合政策学部 志願者数 965 803 590 468 515

　企業経営学科 受験者数 939 766 561 450 498

合格者数 239 222 216 277 217

入学者数 92 91 84 87 91

入学定員 80 80 80 80 80

入学定員充足率 1.15 1.13 1.05 1.08 1.13 1.10

外国語学部 志願者数 1277 1038 795 503 468

　英語学科 受験者数 1238 1000 765 490 456

合格者数 288 299 270 381 379

入学者数 131 139 147 160 137

入学定員 130 130 130 130 130

入学定員充足率 1 1.06 1.13 1.23 1.05 1.09

外国語学部 志願者数 513 506 308 163 152

　中国語学科 受験者数 496 477 290 158 149

合格者数 149 74 79 112 117

入学者数 38 32 28 31 32

入学定員 30 30 30 32 32

入学定員充足率 1.26 1.06 0.93 0.96 1.00 1.04

外国語学部 志願者数 1033 876 522 311 321

　観光交流文化学科 受験者数 1005 840 500 310 316

合格者数 194 180 176 245 272

入学者数 91 97 82 85 89

入学定員 90 90 90 90 90

入学定員充足率 1.01 1.07 0.91 0.94 0.98 0.98

2 / 2 ページ
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

－ 学長
ワタナベ　タカシ

渡邊　卓
＜令和4年4月＞

博士
（医学）

杏林大学学長
（令和4年4月-令和8年3月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）
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年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等
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学位等
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審査意見への対応を記載した書類（１１月） 

（目次）保健学部健康福祉学科、救急救命学科 

１．専任教員の教授数について、大学設置基準を満たしていないため、適切に改めること。 

（是正事項）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 
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（是正事項）保健学部健康福祉学科、救急救命学科 

１．専任教員の教授数について、大学設置基準を満たしていないため、適切に改めること。 

（対応） 

審査意見１を踏まえ、基本計画書（別記様式第２号（その１の１））の教員組織の概要欄の 

「新設分」に係る記載内容の再確認を行ったところ、計上漏れによる誤記であることが判明 

した。  

これに伴い、誤記について以下の新旧対照表のとおり修正する。 

これにより、専任教員の教授数について、大学設置基準を満たしている。 

（新旧対照表）基本計画書（２ページ）「教員組織の概要」 

新 旧 

新設分 

専任教員等 

保健学部 

健康福祉学科 

教授 准教授 講師 助教  計 

5 6 3  6 20 

(5) (6) (3) (6) (20) 

救急救命学科 

教授 准教授 講師 助教    計 

4 2 6  3  15 

(4) (2) (6) (3)   (15) 

計 

教授 准教授 講師   助教  計 

168   107 120 198    593 

(174) (107)  (120)  (198)  (599)

新設分 

専任教員等 

保健学部 

健康福祉学科 

教授 准教授 講師 助教 計 

4 5  3 5 17 

(4) (5) (3) (5) (17) 

救急救命学科 

教授 准教授 講師 助教  計 

3  3  6 3 15 

(3) (3) (6) (3)   (15) 

計 

教授 准教授 講師 助教  計 

166  107 120 197 590 

(172) (107) (120)  (197) (596)

合計 

教授 准教授 講師 助教 計 

171 108 123 199  601 

(177) (108)  (123)  (199)  (607)

合計 

教授 准教授 講師 助教 計 

169   108 123  198 598 

(175) (108) (123) (198)  (604)

-審査意見（11月）（本文）-2-
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